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マリッジサポーターを利用する方は、
どのような方にお勧めですか？

井上会長　相手を探してほしい、
背中を押してほしい人にお勧めで
す。
　私が警察に勤めていた時から、

同僚や後輩にいろいろとお世話をしてきて感じ
たのは、やはり背中を押してくれる人がいると
意外にうまくマッチングすることです。

センターの会員になるための条件は？

　これまでは、県内にお住まいかお勤めまたは
県内に親御さんがお住まいの方でしたが、今年
の４月からは、茨城県の移住に感心のある方も
登録できるようになりました。

最後に結婚したい方にアドバイス
をお願いします。

久保木事務局長　現代は、出会いの機会が少
なくなって、未婚化、晩婚化が進んでいます。
センターのような場所での出会いは積極的に
利用してほしいと思います。センターの相談
員が、丁寧に対応させていただきますので、
皆様からのお電話をお待ちしております。

野口相談員　結婚したいけれど出会いのチャ
ンスがないなど、結婚に少しでも興味がある
方は、お電話での相談も受け付けていますの
で、まずはお気軽にお問合せください。

マリッジサポーター井上会長　必ずどこかに
あなたを求めている人がいますので、積極的
に出会いのイベントに参加してください。

　出会いサポートセンターの皆さん、マリッ
ジサポーターの井上会長、お忙しい中ありが
とうございました。これからも運命の出会い
のサポートをよろしくお願いします。

ハッピーな出会いと結婚を応援します！

いばらき出会いサポートセンター（鹿行センター）
結婚なんでも相談！
結婚に関するあらゆる疑問・悩みに、経験豊富な相談員が無料でアドバイスします。
ご本人でも、ご家族でも、ご友人でも、相談はどなたでもＯＫです。
お電話、窓口での相談は、以下の鹿行センターまで。
〒３１４－０１４４
神栖市大野原４－７－１（鹿島セントラルビル本館８階）
電話０２９９－９２－８８８８

［営業日］ 　火・金・土・日　9:30 ～ 17:00
　　　 　　水 11:00 ～ 19:00　木 11:00 ～ 17:00 ※月曜日・祝日休み

まずは、気軽にお電話
ください。

7

6

8

鹿行センター
相談員　野

の ぐ ち

口　由
ゆ み

美さん
いばらきマリッジサポーター鹿行地域活動協議会
会長　井

いのうえ

上　精
せ い じ

二さん

▲タブレットを使ってお相手探し。
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運命の出会いサポートします！
（いばらき出会いサポートセンター・マリッジサポーター）

×
市 議 会

　今回は、全国に先駆けて「男女の出会いの場づくり」に積極的
に取り組んでいるいばらき出会いサポートセンターやマリッジサ
ポーターとして出会いのキューピットをしている方を紹介します。
　サポートセンターでは、会員制によるパートナー探しの支援や、
ふれあいパーティーの開催、マリッジサポーターによる出会いの
相談・仲介など、さまざまな形の出会いの場を提供しています。

いばらき出会いサポートセンター
開設のきっかけは？

久保木事務局長　県では、近年の
深刻な少子化の大きな要因であ
る未婚化・晩婚化の対策として
結婚支援が極めて重要であると

考え、「いばらき結婚相談センター」を開設し
ていた県労働者福祉協議会と共同して、平成
18年 6月にいばらき出会いサポートセンター
を開設しました。

結婚支援は必要ですか？

久保木事務局長　少子化の要因の１つとして
独身者の増加がありますが、平成 26 年８月
の県政世論調査の中で、独身者からは独身で
ある理由として、「出会いの場がないから」な
ど、結婚はしたいができないという意見が多
く、「結婚支援を要望！」という結果がでてお
ります。結婚は本人だけではなかなか進展し
ない場合も多く、出会いの場を提供するなど
行政やまわりでサポートすることも必要だと
思います。

センターでは、どのようなサポー
トをされているのですか？

野口相談員　2 つの出会いをサ
ポートしています。１つは、県
内５か所のセンターで、登録会
員（約 2,500 人）のパートナー

探しの支援を行っています。自分でパートナー
を探したいなら、センターへの入会をお勧め
します。
　2つ目は、県内各地でふれあいパーティー
の開催や市町村など関係団体が開催するパー
ティーやイベントの支援を行っています。こ
ちらへの参加は、センターに入会していない
方もＨＰに掲載されているイベントに参加で
きます。たくさんの人と知り合うなら、パー
ティーやイベントへの参加がお勧めです。

茨城県から委嘱されているマリッ
ジサポーターとは？

井上会長　結婚を希望する方に結婚相談・出
会いの仲介・お見合いをサポートするボラン
ティアで、約５００名が活動しています。

鹿行地域では，どのような活動を
されていますか。

井上会長　月に一回のパーティーと各市で結
婚相談会を開催しています。

ハッピーな出会いと結婚を応援します！

１

2
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いばらき出会いサポートセンター
事務局長　久

く ぼ き

保木　均
ひとし

さん



＜市長から提出された議案＞
議案番号 議　案　名 議決結果

議案第 52 号 平成 29 年度鹿嶋市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 53 号 平成 29 年度鹿嶋市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 54 号 平成 29 年度鹿嶋市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 55 号 平成 29 年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共下水道特別会計
補正予算（第１号） 原案可決

議案第 56 号 平成 29 年度鹿嶋市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 57 号 鹿嶋市復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関す
る条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 58 号 鹿嶋市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 59 号 平井東部地区液状化対策工事（１工区）の変更請負契約について 原案可決

議案第 60 号 平井東部地区液状化対策工事（３工区）の変更請負契約について 原案可決

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任

諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任

諮問第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任

認定第 1 号 平成 28 年度鹿嶋市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定に
ついて 原案認定

認定第 2 号 平成 28 年度鹿嶋市水道事業会計決算認定について 原案認定

認定第 3 号 平成 28 年度鹿嶋市大野区域水道事業会計決算認定について 原案認定

＜市議会へ提出された請願＞
請願番号 請　願　名 議決結果

平成 29 年
請願第３号 教育予算の拡充を求める請願 採　　択

＜委員会が提出した議案＞
意見書番号 意　見　書　名 議決結果

意見書第６号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 原案可決

意見書第７号 骨髄移植ドナーに対する支援の充実に関する意見書 原案可決

＜議員が提出した議案＞
議案番号 議　案　名 議決結果

第１号議案 議案第 52 号平成 29 年度鹿嶋市一般会計補正予算（第４号）に
対する附帯決議 否　　決

議案番号 議　案　名 議決結果

議長発議 東京 2020 オリンピック推進調査特別委員会の設置について 原案可決

９
月
の
議
会
で

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

９月定例会 9月5日～26日の22日間、平成29年第３回定例会が開催され

ました。市長から15件の議案が提出されたほか、委員会か

ら2件の意見書案、議員から1件の議案、議長から1件の発

議の議案が提出されました。議決結果は次のとおりです。

＜原案可決（否決）＞

　原案可決とは「提出され

た案でよいという決定を

した」という意味で、 ほか

に、 認定 ・ 承認 ・ 同意 ・ 適

任などがあり、 対象によっ

て使い分けます。

＜採択 （不採択）＞

　請願では、 議会がその

内容に賛同した場合には、

採択といいます。

＜専決処分＞

　必要な時機に議会の議

決が得られないときなど

には、 市長は地方自治法１

７９条に基づいて、 先に事

務を行うことができるとさ

れていて、 これを専決処

分といいます。 その後に

開催される議会で報告し、

議会の承認を求める必要

があります。

議会用語解説

＜原案可決（否決）＞
　原案可決とは「提出され

た案でよいという決定を

した」という意味で、ほか

に、認定・承認・同意・適

任などがあり、対象によっ

て使い分けます。

＜採択（不採択）＞
　請願について、議会が

その内容に賛同した場合

には、採択といいます。

＜専決処分＞
　地方自治法１７９条で、

必要な時機に議会の議決

が得られないときなどに

は、市長は先に事務を行

うことができるとされて

いて、これを専決処分と

いいます。その後に開催

される議会で報告し、議

会の承認を求める必要が

あります。
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提
案
説
明

　

大
野
区
域
屋
内

温
水
プ
ー
ル
整
備

事
業
に
係
る
増
額

補
正
に
つ
い
て
は
、

事
業
費
の
予
算
化

後
に
多
額
の
補
正

予
算
を
計
上
し
て

お
り
、
こ
の
こ
と

に
対
し
予
算
編
成

時
の
調
査
不
足
を

指
摘
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
今
後
、
安

易
に
多
額
の
補
正

予
算
を
行
わ
な
い

よ
う
、
求
め
る
。

附
帯
決
議
案
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、

予
算
化
さ
れ
た
後
に
７
千
万

円
も
の
補
正
が
行
わ
れ
る
の

は
、
通
常
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
う
。
今
後
の

市
政
運
営
に
対
す
る
信
用
を

損
な
い
か
ね
な
い
重
大
な
問

題
で
あ
る
。
今
回
の
補
正
の

必
要
性
は
理
解
す
る
が
、
附

帯
決
議
は
当
然
す
ぎ
る
内
容

の
も
の
で
あ
り
賛
成
す
る
。

温
水
プ
ー
ル
の
完
成

に
向
け
て
こ
れ
か
ら

入
札
な
ど
が
あ
る
と
思
う
が
、

業
務
執
行
上
手
直
し
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
適

正
な
価
格
か
ど
う
か
を
含
め
、

疑
問
を
持
つ
と
こ
ろ
で
あ
り
、

市
民
は
不
信
を
持
つ
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
か
ら
の
執
行
に

あ
た
っ
て
、
よ
り
慎
重
を
期

す
、
ま
た
市
民
の
信
頼
を
得

る
と
い
う
こ
と
で
賛
成
す
る
。

こ
の
附
帯
決
議
に
、

議
員
と
し
て
反
省
も

付
け
加
え
た
い
。
多
額
の
補

正
予
算
で
あ
り
な
が
ら
、
附

帯
決
議
を
提
出
し
た
議
員
の

指
摘
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
予

算
を
真
剣
に
議
論
で
き
た
で

あ
ろ
う
か
。
我
々
議
会
が
、

年
々
税
収
が
減
っ
て
い
く
中
、

よ
り
予
算
に
厳
し
い
目
を
向

け
る
こ
と
が
執
行
部
の
た
め

に
な
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成

す
る
。

今
回
の
補
正
予
算
は
、

確
か
に
見
積
も
り
の
甘

さ
か
ら
か
ら
く
る
補
正
予
算
だ

が
、
今
後
プ
ー
ル
建
設
に
対
す

る
予
算
に
つ
い
て
、
手
直
し
や

賛
成

反
対

討論
■
第
１
号
議
案　

議
案
52
号
平
成
29
年
度

　
　
　
　
　
　
　

鹿
嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
対
す
る
附
帯
決
議

立
原

 
弘
一
議 員

田
口

  

茂
議 員

河
津　

  

亨
議 員

小
池

 

み
よ
子
議 員

小
松
﨑

 

敏
紀
議 員

原案に賛成＝○、原案に反対＝×、欠席＝－

賛否が分かれた議案
と

議員（会派）の賛否結果

公明かしま 鹿嶋をわくわく
させる会

日本共産党
鹿嶋市議団 幹　会 是々非々の会 未来かしま

山
口 　

哲
秀

樋
口 

富
士
男

池
田 　

法
子

出
頭 　

克
明

佐
藤 　

信
成

立
原 　

弘
一

川
井 　

宏
子

宇
田 　

一
男

根
崎 　
　

彰

西
塚 　

保
男

菅
谷 　
　

毅

河
津 　
　

亨

田
口　

 　

茂

篠
塚 　

洋
三

飯
塚 　

俊
雄

内
田 　

政
文

坂
本 　

仙
一

小
池 

み
よ
子

栗
林 　

京
子

小
松
﨑 

敏
紀

第１号議案　議案 52 号平成 29
年度鹿嶋市一般会計補正予算（第
４号）に対する附帯決議

× × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×

＊
池
田
芳
範
議
長
は
、
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

修
正
が
出
て
こ
な
い
と
も
限
ら

な
い
。
途
中
で
あ
っ
て
も
、
よ

り
良
い
安
全
な
も
の
を
目
指
す

も
の
で
あ
れ
ば
、
補
正
は
や
む

を
得
な
い
。
附
帯
決
議
に
つ
い

て
は
改
め
て
求
め
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
反
対
す
る
。

温
水
プ
ー
ル
の
補
正

予
算
は
、
一
般
管
理

費
の
変
更
３
千
万
円
と
杭
の

増
加
４
千
万
円
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
一
般
管
理
費
に
つ

い
て
は
、
国
の
設
計
に
お
け

る
歩
掛
り
、
い
わ
ゆ
る
割
合

の
変
更
で
、
仕
方
が
な
い
。

杭
の
本
数
増
加
に
よ
る
予
算

変
更
に
つ
い
て
も
、
市
民
の

安
全
性
を
よ
り
一
層
考
慮
し

た
と
き
に
、
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
当
初

予
算
か
ら
補
正
予
算
に
お
い

て
増
額
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に

も
問
題
は
な
い
こ
と
か
ら
、

反
対
す
る
。

出
頭
克
明
　
議
員
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総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
２

件
の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
57
号　

鹿
嶋
市
復
興

産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
れ
ま
で
の
課
税
免
除
の

実
績
は
。

こ
れ
ま
で
に
市
か
ら
指

定
を
受
け
た
事
業
者
は

16
社
あ
り
、
減
免
額
に
し
て

35
億
46
万
７
千
円
に
な
る
。
減

免
分
に
つ
い
て
は
、
震
災
復
興

特
別
交
付
税
に
よ
り
、
国
か
ら

補
て
ん
さ
れ
て
い
る
。

本
条
例
の
適
用
期
限
を
、

平
成
29
年
３
月
31
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日
に
改
め
る

と
あ
る
が
、
平
成
29
年
３
月
31

日
か
ら
す
で
に
半
年
が
経
過
し

て
い
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用

さ
れ
る
の
か
。

４
月
に
遡
及
し
て
適
用
さ

れ
る
。

■
議
案
第
58
号　

鹿
嶋
市
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
定
家
庭
用
機
器
４
品
目

（
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
）
に
つ
い
て
、

家
電
量
販
店
や
市
で
回
収
し
て

い
る
こ
と
を
、
広
報
鹿
嶋
な
ど

を
通
じ
て
市
民
へ
も
っ
と
周
知

す
べ
き
で
あ
る
。

　

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案

に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し

た
。

答

答

問問

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、

５
件
の
補
正
予
算
と
３
件
の
決

算
認
定
の
計
８
件
の
議
案
を
審

査
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
52
号　

平
成
29
年
度

鹿
嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）大

野
区
域
屋
内
温
水
プ
ー

ル
整
備
事
業
に
お
け
る
増

額
補
正
の
理
由
は
。

増
額
要
因
は
２
つ
あ
る
。

１
つ
目
は
、
杭
打
ち
の
変

更
に
伴
う
工
事
費
の
増
。
２
つ

目
は
、
国
土
交
通
省
営
繕
部
に

よ
る
公
共
建
築
工
事
に
お
け
る

一
般
管
理
費
の
率
の
改
定
に
伴

う
諸
経
費
の
増
で
あ
る
。

な
ぜ
杭
打
ち
を
変
更
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

予
算
編
成
の
際
、
隣
地
に

あ
る
大
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
地
質
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
杭
打
ち
費
用
を
見
積
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
今
般
策
定
し
た

基
本
・
実
施
設
計
に
お
い
て
、

建
設
予
定
地
で
当
初
見
積
っ
て

い
た
杭
打
ち
で
は
不
十
分
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
変
更
が
必

要
と
な
っ
た
。
適
切
な
設
計
に

よ
り
予
算
を
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
野
区
域
屋
内
プ
ー
ル
の

利
用
料
に
つ
い
て
は
、
小

中
学
生
は
無
料
と
し
、
高
齢
者

も
医
療
費
抑
制
効
果
を
見
込
む

の
で
あ
れ
ば
減
額
す
べ
き
で
あ

る
。

　

４
人
の
委
員
か
ら
議
案
第
52

号
へ
の
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

　

採
決
の
結
果
、

全
て
の
議
案
に

つ
い
て
原
案
の

と
お
り
可
決
・

認
定
す
べ
き
で

あ
る
と
決
定
し

ま
し
た
。

答答 問

大
野
区
域
屋
内
プ
ー
ル
事
業

７
千
万
円
の
増
額
補
正
に
質
疑
が
集
中

主
な
質
疑

特
定
家
庭
用
機
器
４
品
目
の

処
分
方
法
に
つ
い
て
の
周
知
を

総  務  生  活  委  員  会

予  算  決  算  常  任  委  員  会

主
な
質
疑

意
見

意
見

問

● 

委
員
会
の
活
動 

●
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都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
平

井
東
部
地
区
液
状
化
対
策
の
工

事
費
を
減
額
す
る
議
案
２
件
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
59
号 

平
井
東
部
地
区

液
状
化
対
策
工
事(

１
工
区)

の

変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て
及
び

議
案
第
60
号 

平
井
東
部
地
区
液

状
化
対
策
工
事(

３
工
区)

の
変

更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

１
工
区
の
工
事
費
は
当
初
契

約
か
ら
７
２
０
３
万
６
千
円
を

減
額
し
、
１
億
４
２
３
４
万
４
千

円
と
す
る
も
の
。
３
工
区
は
９
０

１
８
万
円
を
減
額
し
、
３
億
７
５

３
０
万
円
と
す
る
も
の
。

今
回
、
工
法
の
変
更
に

至
っ
た
経
緯
は
。　

ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
も

と
に
工
事
の
設
計
を
行
っ

た
が
、
今
回
変
更
す
る
箇
所
は
、

事
前
の
試
掘
調
査
に
よ
り
想
定

し
て
い
た
土
質
よ
り
良
い
条
件

が
出
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
当

初
予
定
の
軽
量
鋼
矢
板
工
法
か

ら
、
施
工
費
が
約
７
分
の
１
に

な
り
、
工
期
も
短
縮
で
き
る
建

込
み
簡
易
土
留
め
工
法
に
変
更

す
る
こ
と
と
し
た
。

今
回
減
額
さ
れ
る
予
算

で
、
平
井
東
部
区
画
整
理

地
内
に
何
か
関
連
す
る
工
事
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
液
状
化

の
管
理
地
と
し
て
、
保
留
地
を

国
に
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

復
興
交
付
金
は
１
億
６
０

０
０
万
円
の
減
額
と
な

る
。
区
画
整
理
事
業
は
液
状
化

対
策
と
は
別
の
事
業
な
の
で
、

国
の
補
助
金
の
目
的
外
使
用
は

で
き
な
い
。

　

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
59　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

号
及
び
議
案
第
60
号
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
べ
き

で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

答

答

問

問 平
井
東
部
地
区
液
状
化
対
策

仮
設
工
法
を
変
更
し
工
事
費
を
減
額

主
な
質
疑

都  市  経  済  委  員  会

　

７
月
19
日
に
第
２
回
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
決
定
に
伴
う
補
正
予
算
議

案
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
予

算
決
算
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
経

て
、
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
に
よ

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
議
案
第
51
号　

平
成
29
年
度
鹿
嶋
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
に
伴
う
記

念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
４
１
１
万
円
、

小
中
学
校
図
書
館
へ
の
特
設
ブ
ー
ス
の

設
置
経
費
と
し
て
３
２
０
万
５
千
円
、

図
書
館
の
資
料
整
備
費
１
０
０
万
１
千

円
な
ど
、
総
額
８
６
８
万
８
千
円
の
増

額
を
す
る
補
正
予
算
。

 

７
月
臨
時
会

　
　
　

― 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
補
正
予
算

８
６
８
万
８
千
円
を
可
決  

―

● 

委
員
会
の
活
動 

●

　９月定例会において、東京 2020 オリ
ンピックサッカー競技の本市開催を成功
に導くため、本市が取り組む準備・運営
の支援に関ることなどの調査研究を行う
特別委員会が設置されました。

委 員 長　河津　亨
副委員長　佐藤信成
委　　員
　内田政文、立原弘一、篠塚洋三、
　宇田一男、樋口富士男、小松﨑敏紀
オブザーバー
　池田芳範
　西塚保男

東京 2020 オリンピック推進
調査特別委員会が設置され
ました
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平成28年度
決算の事業評価

11
の
事
業
で

　
議
会
の
評
価
を
実
施

評価の結果

拡充

評価の結果

継続

評価の結果

継続

評価の結果

継続

評価の結果

拡充
評価の結果

継続

行
政
委
員
経
費

駅
前
施
設
管
理
費

情
報
政
策
推
進
費

自
動
車
運
行
管
理
経
費

母
子
保
健
推
進
事
業

墓
地
管
理
費

　

自
治
会
加
入
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
、
加
入
率
が
50
％
を

下
回
っ
た
状
況
に
お
い
て

は
、
行
政
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ

る
。「
自
治
会
加
入
率
」

の
概
念
を
見
直
し
、
行
政

委
員
と
区
長
の
役
割
を
区

　

国
体
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
控
え
て
い
る
こ
と
や

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
、

公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
考

慮
し
、
市
の
顔
と
し
て
再
整

備
を
改
め
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
現

状
と
し
て
は
、
現
施
設
の
維

持
管
理
を
図
る
た
め
、「
継

続
」
と
評
価
す
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
の

観
点
か
ら
、
さ
ら
に
充
実
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
が
、
情
報
管
理

技
術
の
革
新
も
早
い
こ
と
か

ら
、
中
長
期
的
な
経
費
に
つ
い

て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
財
政
平
準
化
の
観
点
か
ら

情
報
端
末
機
器
の
リ
ー
ス
契
約

を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
台

数
な
ど
に
お
い
て
適
正
化
再
確

認
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
継
続
」
と
す
る
。

　

各
課
で
管
理
さ
れ
て
い
る
公
用
車
は

１
３
２
台
あ
り
、
稼
働
率
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
一
元
管
理
を
す
る
こ
と
で
、

全
体
的
な
稼
働
率
を
上
げ
る
と
と
も

に
、
保
有
台
数
の
最
適
化
を
図
り
、
さ

ら
に
、
車
両
ご
と
の
デ
ー
タ
ー
管
理
す

る
こ
と
で
電
気
自
動
車
な
ど
の
効
果
的

配
置
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
、
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
、
ラ
ッ
ピ
ン

グ
に
よ
る
宣
伝
な
ど
の
検
討
も
必
要
と

の
考
え
か
ら
、「
継
続
」
と
す
る
。

　

母
子
健
康
手
帳
発
行
時
に
専
門
職

と
妊
婦
が
信
頼
関
係
を
築
き
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
気
軽
に
相
談
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
い
た
い
。
妊
娠
期
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
く
支
援
す
る

体
制
づ
く
り
や
妊
婦
や
家
族
を
受
け

止
め
て
支
援
す
る
専
門
的
な
人
材
の

確
保
が
必
須
で
あ
り
、
今
後
子
育
て

世
代
包
括
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
目
指

す
こ
と
か
ら
、「
拡
充
」
と
す
る
。

　

工
事
費
の
償
還
と
し
て
一

般
会
計
に
よ
り
繰
入
れ
さ
れ

て
い
る
が
、
償
還
終
了
時
に

は
、
利
用
者
負
担
金
に
よ
り

支
出
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る

持
続
可
能
な
事
業
と
し
て
評

価
で
き
る
。市
民
の
墓
地
ニ
ー

ズ
や
多
様
性
の
変
化
に
鑑
み
、

社
会
情
勢
に
対
応
し
た
調
査

研
究
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

「
継
続
」
と
す
る
。

別
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
自
治
会
加
入
に
よ
る

市
民
の
負
担
感
、
行
政
委

員
の
な
り
手
不
足
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
た
め
、
区
長

と
行
政
委
員
の
業
務
分
担

や
任
期
に
つ
い
て
検
討
が

望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
行

政
委
員
事
業
の
内
容
拡
充

を
含
め
「
拡
充
」
と
す
る
。

使った額
 ２４，６１１千円

使った額
 １５，０９２千円

使った額 ９６，６１４千円

使った額 ２３，２８０千円

使った額
 １３，７３２千円

使った額 １５，３０８千円
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平成28年度
決算の事業評価

評価の結果

拡充

評価の結果

継続

評価の結果

拡充

評価の結果

改善

評価の結果

継続

未
就
学
児
相
談
事
業

師
範
塾
関
係
費

農
業
公
社
支
援
事
業

広
域
観
光
対
策
事
業

子
宝
手
当
支
給
事
業

　

就
学
相
談
や
特
別
支
援
教
育

に
関
す
る
相
談
は
多
様
化
、
複

雑
化
し
て
お
り
、
平
成
28
年

度
相
談
実
績
は
、
就
学
相
談

３
７
３
件
、
特
別
支
援
教
育
相

談
３
４
３
件
で
、
今
年
度
は
、

７
月
末
時
点
で
２
２
３
件
で
あ

る
。
今
後
教
育
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
を
考
慮
し
、
更
な
る
相

談
体
制
の
強
化
を
図
り
早
期
の

予
算
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
拡
充
」
と
す
る
。

　

教
職
員
・
教
育
関
係
者
・
保

護
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
講
座

を
実
施
し
、
教
職
員
の
専
門
職

と
し
て
の
技
能
向
上
及
び
保
護

者
の
教
育
力
向
上
に
一
定
の
効

果
を
上
げ
て
い
る
。
参
加
者
数

の
少
な
い
講
座
が
見
受
け
ら
れ
、

内
容
の
検
討
や
市
民
周
知
の
工

夫
が
必
要
と
の
意
見
も
あ
っ
た

が
、
教
育
職
の
悩
み
な
ど
を
相

談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
継
続
」
と
す
る
。

　

近
年
高
齢
化
に
伴
い
農
地
の
維
持
管
理

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
耕
作
放
棄

地
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
社
自

身
も
自
立
経
営
に
努
め
た
上
で
、
農
地
の

一
括
し
た
維
持
管
理
及
び
農
業
支
援
事
業

を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、「
拡

充
」
と
す
る
。

　

鹿
行
地
区
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
効
率
性
、
有
効
性
に

つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
一
方
、
鹿
嶋
神
の
道
整

備
事
業
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
は

評
価
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
本
事
業
は
「
改
善
」

と
評
価
す
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
法
人
設
立
後
の

効
果
が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
期
待
す
る
。

　

若
い
人
た
ち
の
子
育
て
支
援
で
最

も
有
効
な
の
は
、
経
済
的
支
援
と
思

わ
れ
、
現
受
給
者
も
第
３
子
を
希
望

す
る
方
々
も
、
本
制
度
を
前
提
に
生

活
設
計
し
て
い
る
の
が
現
状
。
現
物

支
給
の
有
効
性
お
よ
び
支
給
の
内
容

や
方
法
の
改
善
が
必
要
と
の
意
見
が

あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
国
の

多
子
世
帯
支
援
策
な
ど
少
子
化
対
策

の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
本
事
業
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
継
続
」
と
す
る
。

使った額 ４，９６９千円

使った額 １２，０５０千円使った額
 ５９，７８０千円

使った額 １３０，６８７千円

　予算決算常任委員会の各分科会で
は、平成 28 年度の決算審査として、
事業の評価を行いました。その結果
をお知らせします。

使った額
 １５，６００千円
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　 一 般 質 問 は、 私たちの生活にかかわりの深
い事柄について 質問するものです。
　掲載した内容 の詳細は、鹿嶋市議会のホー
ムページにある「インターネット中継」または「録音中継」
をご利用ください。

〔発言時間＝45分〕

しゅっとう　  かつあき

出 頭    克 明  議員

東
関
東
自
動
車
道
延
伸
に
つ

い
て
の
一
般
質
問
は
、
昭
和

61
年
９
月
に
始
ま
り
、
今
日
ま
で
31
年

間
と
い
う
長
い
年
月
を
経
て
、
私
を
含

め
11
名
の
議
員
に
よ
り
、
合
計
20
回
の

質
問
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
や
県
知
事
へ
陳
情
を
幾
度
と

な
く
行
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
民

か
ら
の
延
伸
を
希
望
す
る
質
問
な
ど
も

あ
る
く
ら
い
、
市
民
の
関
心
も
高
い
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
31
年
間

延
伸
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
現
実
を
認
識
し
、
議
会
と
執

行
部
が
協
力
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
移

行
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

平
成
25
年
２
月
に
鹿
行
５
市

管
内
の
県
議
、
各
市
長
、
県

副
知
事
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
、
財

務
省
の
関
係
部
署
と
東
関
道
の
延
伸
及

び
潮
来
・
鉾
田
間
の
早
期
完
成
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
経
過
が
前
段
に
あ
り
、
平
成
25
年

度
の
国
の
予
算
に
お
い
て
、
潮
来
Ｉ
Ｃ

か
ら
鹿
島
港
周
辺
ま
で
延
伸
す
る
た
め

の
調
査
費
が
初
め
て
予
算
化
さ
れ
た
こ

と
は
、
地
域
住
民
の
努
力
と
熱
意
あ
る

取
組
み
の
結
果
で
あ
る
と
思
う
。
高
速

道
路
の
本
市
へ
の
延
伸
は
、
鹿
島
地
域

の
発
展
に
繋
が
る
重
要
路
線
で
あ
り
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
実
現
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
長
年
要
望
を
重
ね
て
き
た
も

の
で
、
本
市
に
と
っ
て
は
、
悲
願
で
も

あ
る
。
今
後
も
、
国
・
県
に
対
し
、
強

く
働
き
か
け
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
実

現
を
目
指
す
。

平
成
３
年
11
月
14
日
に
、
五
十

里
町
長
と
県
企
画
部
長
と
の

間
で
、
潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
鹿
島
町
に
至
る

道
路
の
建
設
に
努
め
る
旨
の
覚
書
が
締

結
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
と
高
速

道
路
・
県
道
３
・
３
・
９
号
線
の
延
伸
の

効
果
を
伺
う
。

覚
書
の
１
つ
目
は
、
鹿
島
町

は
、
東
関
道
水
戸
線
の
本
線

ル
ー
ト
を
行
方
台
地
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
了
解
す
る
も
の
と
す
る
。
２
つ
目

は
、
県
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道

建
設
法
の
鹿
島
町
の
位
置
づ
け
を
踏
ま

え
、
国
道
51
号
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
と
は

別
に
、
潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
鹿
島
町
に
至
る

道
路
の
建
設
に
努
め
る
も
の
と
す
る
旨

の
内
容
で
あ
る
。
延
伸
の
効
果
に
つ
い

て
は
、
鹿
島
地
域
の
企
業
立
地
及
び
国

際
競
争
力
の
強
化
を
促
進
し
、
定
住
人

口
の
増
加
や
鹿
島
地
域
と
鹿
島
臨
海
工

業
地
帯
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
、
極

め
て
高
い
公
益
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

出
頭

出
頭

鹿
島
港
周
辺
地
域
ま
で
の
道

路
延
伸
を
明
確
化
し
た
要
望

活
動
を
積
極
的
に
展
開

企
業
立
地
と
国
際
競
争
力
の

強
化
を
促
進
し
、
定
住
人
口

の
増
加
を
期
待

潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
鹿
嶋
市

内
ま
で
の
高
速
道
路
延

伸
に
つ
い
て

県
と
交
わ
し
た
覚
書
の

詳
細
と
高
速
道
路
な
ど

の
延
伸
の
効
果
を
伺
う

市
長

都
市
整

備
部
長
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〔発言時間＝60分〕

　こいけ　　　　　  こ

小池   みよ子  議員

公
共
交
通
に
対
す
る
市
の
考

え
は
。
ま
た
、
来
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
予
定
の
新
し
い
公
共
交
通
計

画
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
そ

の
中
で
公
共
交
通
空
白
地
の
対
策
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
さ
ら
に
そ
の
際
、
タ

ク
シ
ー
の
助
成
券
は
ど
う
す
る
の
か
。

車
座
懇
談
会
な
ど
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
頂
い
た
。
公

共
交
通
を
単
な
る
移
動
手
段
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
の

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
を
策
定

中
で
あ
る
。

　

再
編
に
あ
た
っ
て
は
、
市
の
実
情
に

合
っ
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
を

構
築
し
て
い
く
。

再
編
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

公
共
交
通
の
再
編
エ
リ
ア
を

調
査
し
、
導
入
す
べ
き
公
共
交
通
手
段

を
検
討
し
て
い
る
段
階
で
す
。
公
共
交

通
空
白
地
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
変
更
や

新
た
な
公
共
交
通
の
導
入
を
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。
タ
ク
シ
ー
助
成
に
つ
い

て
は
、
制
度
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
て
い
る
。

災
害
備
蓄
品
の
備
え
は
十
分

か
。
ま
た
、
各
自
治
区
で
地
区

居
住
者
の
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。
同
時
に
、
緊
急
連
絡
先
の
把
握
も

必
要
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

災
害
時
の
最
大
想
定
避
難
者

数
を
約
５
０
０
０
人
と
し
、

非
常
食
を
１
日
３
食
３
日
分
４
５
０
０

０
食
、
飲
料
水
を
１
日
一
人
３
ℓ
３
日

分
４
５
０
０
０
ℓ
の
備
蓄
を
ほ
ぼ
達
成

し
て
い
る
。
自
治
会
に
お
け
る
居
住
者

の
把
握
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
自
治
会

に
お
い
て
世
帯
や
人
数
な
ど
把
握
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の

自
治
会
は
詳
細
な
世
帯
状
況
ま
で
把
握

し
て
い
な
い
の
が
現
状
。災
害
時
に
は
、

現
地
調
査
や
記
録
の
照
合
を
行
い
、
迅

速
に
緊
急
連
絡
先
の
情
報
を
取
り
ま
と

め
る
。
ま
た
、
洪
水
や
土
砂
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
地
区
を
対
象
に
、

適
切
な
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
県
の

モ
デ
ル
事
業
を
取
り
入
れ
た
い
。

現
在
、
重
度
障
が
い
者
な
ど

１
７
１
８
名
の
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
を
作
成
し
管
理
し
て
い

る
。
災
害
時
に
は
本
人
の
同
意
な
し
で

関
係
者
に
名
簿
を
提
出
で
き
る
が
、
平

常
時
は
同
意
が
必
要
と
な
る
。
同
意
を

頂
い
た
２
８
９
名
の
名
簿
に
つ
い
て

は
、
今
後
見
守
り
活
動
等
に
も
活
用
し

て
い
く
予
定
で
い
る
。

市
長

小
池

小
池

新
し
い
公
共
交
通
計
画

の
進
捗
及
び
同
計
画
に

伴
う
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

運
賃
補
助
に
つ
い
て

災
害
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

市
の
実
情
に
合
っ
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
体
系
を
構
築

し
て
い
く

公
民
館
な
ど
に
防
災
倉
庫
を

設
置
し
、
非
常
食
、
飲
料
水

を
備
蓄
。
ほ
と
ん
ど
の
自
治

会
は
居
住
者
の
把
握
は
で
き

て
い
な
い

政
策
企

画
部
長

市
民
生

活
部
長

健
康
福

祉
部
長
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　 いけだ　　  のりこ　

池 田    法 子  議員

鹿
嶋
市
の
特
別
支
援
教
育
の

全
体
像
に
つ
い
て
伺
う
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
大
き

く
３
つ
あ
る
。
一
点
目
は
、

拡
大
特
別
支
援
教
育
連
携
会
議
の
設

置
。
こ
の
会
議
で
は
、
小
中
学
校
、
幼

児
施
設
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
関
係
者

１
０
０
人
以
上
を
交
え
て
、
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
と
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。二
点
目
は
、

特
別
支
援
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と

活
用
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

や
教
育
相
談
の
あ
り
方
な
ど
が
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
特
別
支

援
教
育
担
当
者
だ
け
で
な
く
、
学
級
担

任
や
全
て
の
教
員
が
高
い
レ
ベ
ル
で
配

慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を
円

滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。三
点
目
は
、

個
別
の
教
育
支
援
計
画
リ
レ
ー
フ
ァ
イ

ル
の
作
成
と
活
用
。
特
別
支
援
を
必
要

と
す
る
子
供
た
ち
の
情
報
や
よ
り
よ
い

支
援
の
あ
り
方
を
、
学
校
や
支
援
の
担

当
者
が
変
わ
っ
て
も
確
実
に
引
き
継
ぐ

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
指

導
や
支
援
を
継
続
で
き
、
一
貫
し
た
支

援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
リ
レ
ー
フ
ァ
イ
ル
は
現
在
、
私
立

を
含
む
幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
高
校
ま

で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
護

者
が
望
め
ば
、
２
年
後
に
は
就
労
先
ま

で
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
特
別
支
援
教
育
は
、
今
後

も
き
め
細
か
く
手
厚
い
支
援
が
で
き
る

よ
う
、各
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

多
様
化
す
る
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
し
一

つ
一
つ
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
く
。

行
政
が
発
達
障
が
い
の
お
子

さ
ん
を
持
つ
親
の
サ
ポ
ー
ト

策
と
し
て
、
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の

養
成
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。現

在
の
市
の
発
達
障
が
い
児

へ
の
対
応
は
、
乳
幼
児
健
診

や
保
育
園
・
幼
稚
園
に
お
い
て
早
期
発

見
し
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
心
理

相
談
や
療
育
事
業
に
繋
げ
て
い
る
。
ま

た
、
保
護
者
な
ど
の
家
庭
支
援
に
つ
い

て
は
、
保
健
師
・
家
庭
相
談
員
や
障
が

い
者
地
域
生
活
支
援
相
談
員
が
窓
口
に

な
り
、
必
要
な
情
報
提
供
を
行
い
、
関

係
機
関
が
集
ま
っ
て
情
報
共
有
す
る
な

ど
、
包
括
的
に
家
族
を
支
援
す
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
。
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン

タ
ー
制
度
は
国
で
も
推
奨
し
て
お
り
、

ま
た
、
県
で
は
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

養
成
の
た
め
の
ト
レ
ー
ナ
ー
研
修
を
行

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
を
踏

ま
え
、
職
員
の
研
修
参
加
を
含
め
、
ま

ず
は
情
報
収
集
を
進
め
て
い
き
た
い
。

池
田

池
田

健
康
福

祉
部
長

教
育
長

有
意
義
な
取
り
組
み
と
認
識

し
て
お
り
、
情
報
収
集
を
進

め
た
い

ペ※

ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
養

成
の
必
要
性
に
つ
い
て

鹿
嶋
市
の
特
別
支
援
教
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

多
種
多
様
化
す
る
教
育
ニ
ー

ズ
に
対
し
、
き
め
細
か
く
手

厚
い
支
援
を
し
て
い
く

※ペアレントメンターとは…自らも発達障がいのある子育てを経験し、かつ相談支援トレーニングを受けた親を指す。
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さとう　　  のぶなり

佐 藤    信 成  議員

教
育
長

※プログラミング教育とは…コンピューターに意図した処理を指示するときなどに見られる順序性を大切にした論理的
なものの考え方を育む教育

来
年
度
か
ら
小
中
学
校
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
・
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
が
始
ま
る

が
、
そ
の
対
応
は
十
分
な
の
か
。
必
要

に
応
じ
て
専
科
教
員
の
配
置
の
必
要
も

あ
る
の
で
は
。
新
し
い
教
育
な
の
で
、

小
学
校
の
よ
う
に
担
任
が
教
え
る
場

合
、
先
生
個
々
に
よ
る
理
解
度
の
差
を

ど
う
埋
め
て
い
く
の
か
。

本
市
と
し
て
は
、
先
行
し
て
独

自
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

狙
い
及
び
効
果
的
な
実
践
に
向
け
て
の

研
修
を
進
め
て
い
く
。
講
師
に
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
先
進
的
な
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
る
文
部
科
学
省
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
く
予
定
。
他
に

も
、
各
校
が
特
色
を
生
か
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
主
体
的
に
実
践
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
く
。
ま
た
、
専
科
教

員
の
配
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

大
野
中
学
校
の
給
食
設
備
の

改
修
時
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
児
童
生
徒
の
た
め
の
給
食
調
理

室
を
併
設
し
て
い
く
旨
発
言
さ
れ
た

が
、
改
修
は
ど
の
ぐ
ら
い
先
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。
ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
の
た

め
給
食
が
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
生
徒
の

学
校
給
食
費
の
減
免
の
進
捗
状
況
は
。

大
野
中
学
校
の
給
食
施
設
の

改
修
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
と
考
え
て
い
る
が
、
市

の
財
政
状
況
や
学
校
の
大
規
模
改
修
な

ど
兼
ね
合
い
も
あ
る
。
ま
た
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
給
食
の
提
供
に
つ
い
て
も
、

詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
な
ど
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
時
期
の
明
言
は
控
え
た

い
。
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
の

学
校
給
食
費
の
対
応
に
つ
い
は
、
２
学

期
か
ら
の
実
施
を
考
え
て
お
り
、
対
象

と
な
る
保
護
者
か
ら
減
額
希
望
届
を
提

出
し
て
も
ら
い
、
月
に
５
日
以
上
食
べ

な
か
っ
た
場
合
に
、
そ
の
日
数
を
算
定

し
減
額
し
た
金
額
を
納
付
書
に
て
納
め

て
も
ら
う
こ
と
と
な
る
。

こ
の
駅
を
常
時
乗
降
化
さ
せ

れ
ば
、
地
理
的
に
も
料
金
的

に
も
鹿
嶋
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
鉾
田
の
高
校
に
通
う
生
徒
で
あ
れ

ば
、
定
期
代
が
毎
月
約
３
千
円
、
切
符

を
買
っ
て
乗
っ
て
も
往
復
で
３
８
０
円

も
安
く
な
る
。
鹿
嶋
市
の
考
え
は
？

市
と
し
て
も
Ｊ
Ｒ
、
鹿
島
臨

海
鉄
道
に
対
し
て
要
望
し
て

い
る
が
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
の
で
、

今
後
も
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

佐
藤

佐
藤

佐
藤

来
年
度
か
ら
の
プ※

ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の
対
応

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食

の
提
供
時
期
は

鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
駅
の
常
時
乗
降
化
を

政
策
企

画
部
長

文
部
科
学
省
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
招
く
予
定

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
施

設
の
改
修
を
し
て
い
く

今
後
も
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く

教
育 

  

部
長

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

質

鹿
嶋
市
の
公
共
交
通
政
策
に
つ
い
て

質

五
輪
精
神
に
対
し
て
の
鹿
嶋
市
の
対
応
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　ひぐち　　  ふ  じ  お　

樋 口   富士男  議員

２
０
１
６
年
施
行
の
障
害
者

差
別
解
消
法
で
自
治
体
に
義

務
付
け
ら
れ
た
合
理
的
配
慮
の
提
供
に

つ
い
て
鹿
嶋
市
は
ど
の
よ
う
な
計
画
ま

た
は
実
行
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

本
市
に
お
い
て
は
、
障
害
者

差
別
解
消
法
に
基
づ
き
、
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
や
合
理
的

配
慮
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
た

対
応
要
領
を
本
年
３
月
に
策
定
・
制
定

し
た
。
こ
の
対
応
要
領
と
の
合
理
的
配

慮
の
取
り
組
み
例
を
全
職
員
に
周
知

し
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
適
切
な
対

応
を
徹
底
し
て
い
る
。
今
後
も
職
員
研

修
を
行
い
、
よ
り
一
層
理
解
を
深
め
な

が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
不
当
な

差
別
の
な
い
対
応
や
合
理
的
配
慮
に
努

め
る
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
園
で

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
計
画
・
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

市
で
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
、

あ
る
い
は
障
が
い
な
ど
の
支

援
が
必
要
な
児
童
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
公
立
保
育
園
は
、
看
護
師
な
ど

専
門
職
員
の
配
置
、
ま
た
私
立
保
育
園

で
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
の
受

入
れ
に
対
し
て
必
要
な
経
費
を
市
が
独

自
に
支
援
を
し
て
い
る
。
ケ
ア
の
必
要

な
お
子
さ
ん
で
も
、
で
き
る
限
り
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
保
育
環
境
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
出
し
た
基
本

指
針
の
中
の
設
置
目
標
と
し

て
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
供

が
適
正
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
全
市
町
村
に
１
施
設
の
施
設
確
保

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
本
方
針
を

踏
ま
え
、
鹿
嶋
市
は
障
が
い
児
福
祉
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
必
要
な

支
援
を
受
け
な
が
ら
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を
目

指
し
、
鹿
嶋
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会

で
協
議
を
重
ね
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
通
じ
て
市
民
の
意
見
も
取
り
入
れ

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
意

見
が
反
映
さ
れ
た
計
画
と
な
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

樋
口

樋
口

樋
口

健
康
福

祉
部
長

健
康
福

祉
部
長

市
長

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
保

育
の
環
境
の
充
実
に
努
め
て

い
る

医※

療
的
ケ
ア
児
の
保
育

園
受
け
入
れ
態
勢

合
理
的
配
慮
の
提
供
な
ど
を

行
う
こ
と
を
想
定
し
た
対
応

要
領
の
策
定
と
制
定

障
害
者
差
別
解
消
法
の

合
理
的
配
慮
の
提
供
に

つ
い
て

障
が
い
児
福
祉
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
の
対
応

は市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た

計
画
の
策
定
に
努
め
る

※医療的ケア児とは…人工呼吸器や経管栄養、痰の吸引等日常的に医療ケアが必要な子ども

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

質

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
者
の
早
期
発
見
に
つ
い
て
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　くりばやし　きょうこ　

栗 林　京 子  議員

鹿
行
５
市
で
、
地
方
創
生
の

交
付
金
を
活
用
し
、
広
域
に

よ
る
「
日※

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
設
立
に
向

け
推
進
し
て
い
る
。
協
議
の
結
果
、
ス

ポ
ー
ツ
資
源
を
活
か
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
一
つ
の
方
向
性
と
し

て
定
め
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
、
進

む
べ
き
方
向
性
を
伺
う
。

体
験
型
観
光
を
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に
加
え
る

こ
と
で
新
た
な
付
加
価
値
を
も
た
ら

し
、
当
地
域
へ
の
宿
泊
で
農
水
産
物
の

地
消
地
産
に
つ
な
げ
る
相
乗
効
果
を
生

む
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
、
鹿
行
に
人

を
多
く
呼
び
込
ん
で
い
る
の
は
、
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
戦
の
観
戦
者
や
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
者
で
あ
り
、
鹿
行
広
域
で
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
基

本
方
針
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
の
実
績

に
乏
し
い
行
方
市
、
潮
来
市

と
合
意
形
成
に
至
っ
た
経
過
に
つ
い
て

伺
う
。

鹿
行
地
域
に
は
、
全
国
に
誇

る
農
水
産
物
、
悠
久
の
歴
史

な
ど
、
異
な
っ
た
地
域
資
源
が
多
く
存

在
す
る
。こ
れ
に
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
資
源
を
有
機
的
に
結
び
付
け
、
鹿
行

の
魅
力
を
域
外
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
客
を
図

る
こ
と
で
合
意
に
達
し
た
。
合
意
で
き

た
の
も
、
地
域
振
興
を
目
指
す
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
協
議
会
の
存
在

が
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

鹿
行
広
域
で
法
人
化
を
目
指

す
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
す
る
企
業

の
詳
細
と
、
そ
れ
ら
の
企
業
の
目
的
と

想
定
し
て
い
る
法
人
の
組
織
体
制
に
つ

い
て
伺
う
。組

織
体
制
は
シ
ン
プ
ル
な
も

の
を
考
え
て
お
り
、
事
業
部

と
総
務
経
理
部
の
２
部
体
制
で
職
員
７

人
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
連
携
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
㈱
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
、
㈱
な
め
が
た
し
ろ
は
と

フ
ァ
ー
ム
、
日
本
カ
バ
ヤ
・
オ
ハ
ヨ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
を
予
定
し
て
い

る
。
い
ず
れ
の
法
人
も
経
営
方
針
に
地

域
貢
献
を
掲
げ
て
お
り
、
地
域
の
に
ぎ

わ
い
や
活
性
化
が
社
業
の
成
長
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

栗
林

栗
林

栗
林

合
意
形
成
に
至
っ
た
経

過
に
つ
い
て

鹿
行
の
魅
力
を
域
外
へ
Ｐ
Ｒ

と
誘
客
を
図
る
こ
と
で
合
意

経
営
方
針
に
地
域
貢
献
を
掲

げ
て
い
る
３
社
と
連
携

鹿
行
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
今
後
の

進
む
べ
き
方
向
性
に
つ

い
て

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
加

え
る
こ
と
で
新
た
な
付
加
価

値
を
も
た
ら
す

経
済
振

興
部
長

経
済
振

興
部
長

経
済
振

興
部
長

連
携
す
る
民
間
企
業
の

詳
細
と
そ
の
目
的
は
ま

た
想
定
し
て
い
る
組
織

体
制
は

※日本版ＤＭＯとは…観光地域づくりの舵取り役をする法人
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　 かわい　　  ひろこ　

川 井　宏 子  議員

今
後
、
介
護
保
険
料
の
３
割

導
入
と
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
低
所
得
者
へ
の
軽
減
措
置
の
廃
止

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
年
金
受
給
者
に

と
っ
て
、
さ
ら
に
重
い
負
担
が
予
測
さ

れ
る
。
滞
納
者
に
対
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
制
限
と
課
題
を
伺
う
。

介
護
保
険
は
40
歳
以
上
が
納

め
て
い
る
保
険
料
と
公
費
を

財
源
と
し
て
お
り
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
時
に
誰
で
も
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
制
度
設
計
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
保
険
料
の
徴
収

に
あ
た
っ
て
は
、
公
平
公
正
を
保
つ
こ

と
が
原
則
と
な
り
、
特
別
な
理
由
が
な

く
２
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
負
担
が
３
割
に
な
っ
た
り
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制
限
が
あ

る
。
鹿
嶋
市
で
は
、
滞
納
者
に
は
、
可

能
な
限
り
事
前
に
保
険
料
を
納
め
る
よ

う
お
願
い
す
る
と
同
時
に
、
早
急
に

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
な
る
べ
く
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
る
よ
う
個
別
相
談
な
ど
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
制
度
は
、

市
町
村
が
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
す
る

支
え
合
い
の
制
度
で
あ
り
、
介
護
保
険

制
度
の
安
定
的
な
運
営
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
財
源
で
あ
る
介
護
保
険
料
を

全
員
に
納
付
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

高
齢
者
の
方
が
ご
み
を
集
積

所
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
困
難
と

の
声
を
多
く
聞
く
が
、
市
へ
具
体
的
な

要
望
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

過
去
に
、
一
時
的
な
ご
み
の

戸
別
収
集
に
関
す
る
相
談
は

あ
っ
た
が
、
恒
常
的
な
ご
み
の
戸
別
収

集
に
関
す
る
具
体
的
な
要
望
な
ど
は
現

在
の
と
こ
ろ
な
い
。
し
か
し
、
高
齢
化

が
進
み
、
ご
み
の
搬
出
困
難
な
高
齢
化

世
帯
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
ま

た
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
も
十

分
承
知
し
て
い
る
。
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
り
新
た
に
導
入
さ
れ
た
ご
み
出
し
な

ど
含
む
日
常
生
活
支
援
に
つ
い
て
、
地

域
全
体
で
支
え
る
共
助
体
制
の
確
立
な

ど
の
状
況
を
見
極
め
、
福
祉
部
門
と
連

携
し
て
実
現
可
能
な
収
集
体
制
に
つ
い

て
継
続
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

川
井

川
井

市
民
生

活
部
長

健
康
福

祉
部
長

高
齢
に
伴
う
ご
み
の
戸

別
収
集
に
関
す
る
要
望

地
域
全
体
で
支
え
る
共
助
体

制
の
確
立

介
護
保
険
料
滞
納
に
よ

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
制

限
と
課
題
と
は

介
護
保
険
制
度
の
安
定
的
な

運
営
に
努
め
る
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　こまつざき　  としのり　

小松﨑   敏紀  議員

鹿
島
神
宮
樹
叢
、
鹿
島
灘
や

北
浦
等
の
豊
か
な
自
然
を
ど

の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
、
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
の
か
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
環

境
学
習
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

環
境
展
や
出
前
講
座
を
開
催

し
市
民
に
理
解
を
深
め
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
に
は
自
然

保
全
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
が
多

数
結
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
団
体
と

更
に
連
携
を
強
化
し
、
各
種
環
境
施
策

の
充
実
に
取
り
組
む
。

市
内
小
中
学
校
で
は
、
ビ
オ

ト
ー
プ
の
設
置
や
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
啓
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
水
質
調
査
等
を
学
ぶ
霞
ヶ
浦
湖
上

体
験
ス
ク
ー
ル
を
活
用
し
て
い
る
学
校

も
あ
り
、
自
然
環
境
を
考
え
る
取
り
組

み
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
。

若
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
多

様
化
し
て
い
る
中
、
若
者
無

業
者
、
ニ
ー
ト
、
不
登
校
等
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
若
者
の
育
成
支
援
に
つ
い

て
、
地
域
が
果
た
す
役
割
を
伺
う
。

引
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
、

県
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
、
県
潮
来
保
健
所
に
も
窓
口
が
設
置

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
市
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

精
神
保
健
相
談
事
業
と
し
て
相
談
に
応

じ
て
い
る
。
今
後
も
、
関
係
機
関
と
の

連
携
と
情
報
共
有
に
努
め
、
多
職
種
協

働
の
中
で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
引

き
こ
も
っ
て
い
る
方
や
そ
の
家
族
な
ど

へ
の
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、

不
登
校
等
対
策
連
絡
協
議
会

の
設
置
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等

の
派
遣
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
事

業
、
ま
た
本
年
度
新
た
に
不
登
校
等
保

護
者
宅
を
訪
問
す
る
訪
問
型
家
庭
教
育

支
援
を
開
始
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
る
。
地
域
連
携
の
子
育
て

支
援
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と

経
験
を
持
っ
た
方
々
が
授
業
の
サ
ポ
ー

ト
役
を
す
る
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

の
活
用
や
、
各
地
域
団
体
と
の
連
携
協

力
の
も
と
進
め
て

い
き
た
い
。

小
松
﨑

小
松
﨑

保
健
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン

タ
ー
に
窓
口
を
設
置

市
の
豊
か
な
自
然
の
活

用
と
継
承
方
策
、生
徒
へ

の
環
境
学
習
の
考
え
は

自
然
保
全
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
団
体
と
連
携
を
強
化
し
、

各
種
環
境
施
策
の
充
実
に
取

り
組
む

若
者
無
業
者
、
引
き
こ

も
り
、
不
登
校
対
策
と

若
者
育
成
支
援
に
対
す

る
地
域
連
携
に
つ
い
て

市
長

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

質

鹿
嶋
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

質

移
住
・
定
住
者
支
援
に
つ
い
て

教
育
長

健
康
福

祉
部
長

教
育 

  

部
長
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やまぐち　　てつひで

山 口    哲 秀  議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
は
行

政
の
手
続
き
を
簡
素
化
し
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

大
き
な
目
的
で
あ
る
。
本
市
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
目
標
は
、
総
合

計
画
に
平
成
28
年
度
１
万
件
と
な
っ
て

い
る
が
、
現
在
の
普
及
状
況
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
昨
年
12

月
か
ら
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
と
７
月
か
ら
試
行
運
用
が
始

ま
っ
た
情
報
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
８
月
31
日
現
在
で
交
付
件
数
が

６
５
５
０
件
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
の

人
口
の
約
９
・
６
％
の
方
に
交
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
12
月
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ

ま
で
の
９
か
月
で
３
１
５
件
の
利
用
が

あ
り
、
月
平
均
す
る
と
35
件
の
諸
証
明

を
発
行
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
啓
発

と
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
よ
る
利
便
性
向
上

と
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
周

知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け

る
情
報
連
携
と
は
、
国
・
地

方
公
共
団
体
な
ど
の
間
で
、
行
政
手
続

き
に
必
要
な
個
人
情
報
を
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
取
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
所
得
制
限
の
あ
る
手
当
の
受

給
申
請
を
行
う
際
に
、
こ
れ
ま
で
添
付

し
て
い
た
所
得
証
明
書
が
省
略
で
き
る

な
ど
、
申
請
者
に
と
っ
て
は
、
利
便
性

が
向
上
す
る
ほ
か
、
業
務
の
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
後
も
情
報

連
携
運
用
に
向
け
、

検
証
を
進
め
て
い

き
た
い
。

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除（
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
）
と
セ※

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
は
、
平
成
29
年
１
月
１

日
か
ら
平
成
33
年
12
月
31
日
ま
で
に
購

入
し
た
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
購
入
費

用
に
つ
い
て
、
所
得
税
等
の
算
出
に
お

け
る
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
の

創
設
の
背
景
に
は
、
医
療
費

の
高
騰
を
抑
制
す
る
た
め
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
を
通
じ
て
、
国
民
の
主

体
的
な
健
康
づ
く
り
や
疾
病
予
防
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
こ
と
で
医
療
費
の

適
正
化
に
も
繋
が
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

山
口

山
口

健
康
福

祉
部
長

健
康
福

祉
部
長

ス※

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控

除
と
そ
の
背
景
と
は

国
民
の
自
主
的
な
健
康
づ
く

り
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進

利
便
性
の
向
上
と
利
用
促
進

の
周
知
に
努
め
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
普
及
状

況
と
情
報
連
携
に
つ
い
て

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

質

市
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

総
務 

  

部
長

総
務 

  

部
長

※セルフメディケーションとは…世界保健機構（WHO）において、「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不
調は自分で手当てすること」と定義されている。

※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
と
は
…
医
療
用
医
薬
品
の
う
ち
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
や

薬
局
で
販
売
が
許
可
さ
れ
た
も
の
。
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たちはら　   ひろいち

立 原　弘 一  議員

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
排
出

量
の
推
移
と
事
業
系
ご
み
の

排
出
量
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
系
ご
み
の
排
出
量
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

28
年
度
ま
で
の
５
年
間
は
、
毎
年
約
１

７
０
０
０
ｔ
強
で
推
移
し
て
お
り
、
同

じ
く
事
業
系
ご
み
の
排
出
量
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
、
４
２
７
１
ｔ
、
４
６
０

５
ｔ
、
４
６
７
１
ｔ
、
４
６
４
４
ｔ
、

５
３
８
６
ｔ
と
、
平
成
27
年
度
ま
で
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
た
が
、
平

成
28
年
度
に
お
い
て
、
前
年
度
比
で

７
２
４
ｔ
増
と
増
加
傾
向
に
転
じ
た
。

こ
の
要
因
と
し
て
、
平
成
27
年
度
に
発

生
し
た
鹿
島
共
同
再
資
源
化
セ
ン
タ
ー

の
火
災
事
故
に
伴
う
一
時
的
な
受
け
入

れ
中
止
の
影
響
も
あ
り
、
そ
れ
以
降
、

事
業
系
ご
み
の
一
部
が
鹿
嶋
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ

ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。

一
般
廃
棄
物
の
焼
却
率
、
全

国
平
均
80
％
に
対
し
て
、
鹿

嶋
市
は
ど
う
か
尋
ね
る
。

平
成
28
年
度
の
集
計
で
は
、

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
及
び

粗
大
ご
み
の
総
量
は
２
２
７
９
５
ｔ
。

そ
の
う
ち
可
燃
・
不
燃
ご
み
か
ら
Ｒ
Ｄ

Ｆ
化
さ
れ
た
も
の
は
、
鹿
島
共
同
再
資

源
化
セ
ン
タ
ー
で
発
電
す
る
た
め
の
燃

料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
お
り
、
単
純

に
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、こ
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
さ
れ
た
も
の
を
、

焼
却
可
燃
ご
み
と
仮
定
し
た
場
合
の
割

合
は
、
約
80
％
に
な
る
。

事
業
系
ご
み
の
減
量
化
（
資

源
化
）
の
状
況
と
実
態
調
査

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
は
、

多
種
多
様
な
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
家
庭
系
の
ご
み
と
比
較
す
れ

ば
、
分
別
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
に
つ

い
て
比
較
的
容
易
と
も
推
定
さ
れ
る
。

家
庭
ご
み
を
含
め
た
ご
み
全
体
の
組
成

の
調
査
は
し
て
い
る
が
、
事
業
系
ご
み

に
特
化
し
た
組
成
の
調
査
や
排
出
業
種

の
分
析
、
実
態
調
査
は
し
て
お
ら
ず
、

事
業
系
ご
み
の
減
量
化
に
よ
る
具
体
的

な
効
果
等
の
判
断
は
難
し
い
。
事
業
系

ご
み
に
つ
い
て
は
、
有
料
で
処
理
を
し

て
い
る
た
め
、
事
業
ご
み
の
資
源
分
別

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
事
業
活
動
に
お

け
る
経
費
削
減
と
い
う
観
点
か
ら
の
啓

発
活
動
の
強
化
な
ど
も
通
じ
、
減
量
化

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

立
原

立
原

立
原

鹿
嶋
市
の
一
般
廃
棄
物

の
焼
却
率
は

ご
み
の
減
量
化
対
策
に

つ
い
て

生
活
系
・
事
業
系
の
ご

み
の
排
出
量
の
推
移

Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
さ
れ
た
も
の
を
焼

却
ご
み
と
仮
定
し
約
８
割

啓
発
活
動
を
強
化
し

資
源
分
別
を
よ
り
推
進

生
活
系
ご
み
は
、
横
ば
い

事
業
系
ご
み
は
増
加

市
民
生

活
部
長

市
民
生

活
部
長

市
民
生

活
部
長



　

きかせて！
あなたの夢

－鹿嶋っ子の夢、
　　応援しています－
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富
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男
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河　
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成
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毅

委　
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川　
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宏　

子

委　
　

員　
　

小
松
﨑　

敏　

紀

　
　
　
　
　
　
　

栗
林　

京
子

　

今
回
は
、
茨
城
県
が
少
子
化
対
策

と
し
て
立
ち
上
げ
た
「
い
ば
ら
き
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
へ
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
結
婚
相
談
や
ふ
れ
あ
い

パ
ー
テ
ィ
―
な
ど
を
企
画
し
て
、
多

く
の
方
に
「
出
会
い
の
場
」
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
員
の
皆

さ
ん
が
明
る
い
笑
顔
で
、
昔
な
が
ら

の
「
お
世
話
役
」
と
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
一
番
う
れ
し
い
こ
と

は
、
「
結
婚
し
ま
し
た
。
」
と
報
告
し

て
く
れ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
我
々

も
少
子
化
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

編
集
後
記

▲議会権の重さについて語る江藤氏

　

将
来
は
弁
護
士
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
テ
レ
ビ
で
見
た
ド

ラ
マ
で
、
大
切
な
も
の
を

盗
ん
で
し
ま
っ
た
犯
人
に
、

裁
判
の
中
で
「
自
分
が
悪

い
こ
と
を
し
た
」
と
い
う

こ
と
を
気
づ
か
せ
る
姿
に

感
動
し
た
か
ら
で
す
。
尊

敬
す
る
弁
護
士
は
テ
レ
ビ

に
出
て
い
る
本
村
弁
護
士

で
す
。

中野東小学校６年

小
おぐら
倉　佳

けいと
斗さん

　

好
き
な
教
科
は
社
会
と

理
科
の
生
物
。
自
宅
で
ウ
ー

パ
ー
ル
ー
パ
ー
を
飼
っ
て

観
察
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
も
好
き
で
、
こ
の

前
、
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
で
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

前
監
督
の
石
井
さ
ん
が

サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
中
学
校
に
入
学

し
た
ら
サ
ッ
カ
ー
部
に
入

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
嶋
市
議
会
の
皆
さ
ん

に
は
、
も
っ
と
活
気
の
あ

る
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

彼
の
夢
は
、
他
に
も
宇
宙
飛

行
士
や
市
議
会
議
員
な
ど
、

ぜ
ひ
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

（
菅
谷
・
川
井
）

議 会 Ｔ ＣＯ Ｐ Ｉ Ｓ

議員研修会を開催しました
　平成 29 年８月１日、山梨学院大学法学部教
授／大学院研究科長の江藤俊昭氏をお招きして、

『議会改革の第２ステージ－「住民自治の根幹」
としての議会を作動させる－』という題目で、
議員研修会を開催いた
しました。江藤氏は、
時代に即した議会改革
の在り方などを熱く話
してくれました。


